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国内長期金利の推移
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22日の国内債券相場は弱含みか。トランプ米大統領が21日にパウエル米連邦準備理事会（ＦＲ

Ｂ）議長に再び利下げを要求したのを受け、ＦＲＢの独立性を巡る懸念から米国債が売られ米長期金

利が上昇しており、国内債にも売りが先行しそうだ。24日にも開催する方向で調整しているとされる日米財

務相の会談を控えて積極的な売りは限られそうだが、22日の流動性供給入札で超長期債の需要の鈍さ

が確認されれば相場の重荷になりそうだ。
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今日の債券相場の見通しとポイント

✓米長期金利の上昇受け、国内相場も弱含みか

✓トランプ米大統領の利下げ要求で「米国売り」

✓流動性供給入札は「弱め」との警戒感

✓長国先物６月限予想レンジ 140円80銭〜141円10銭


